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呼
び
起
こ
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
度
の
向
上
は
、
②
都
城

産
の
農
畜
産
物
の
販
売
や
③
観
光
客
誘

致
、
④
企
業
誘
致
な
ど
の
面
で
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
の
役
割

　

本
年
度
の
Ｐ
Ｒ
事
業
の
メ
ー
ン
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
「
都
城
市
Ｐ
Ｒ

ロ
ゴ
作
成
事
業
」。
全
国
１
、７
４
１
市

町
村
（
26
年
４
月
現
在
）
の
中
か
ら
、

本
市
が
注
目
を
集
め
る
た
め
に
、
ま
ず

は
「
都
城
」
と
い
う
名
前
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
の
作
成
を
、
新

進
気
鋭
の
著
名
な
書
家
「
紫シ

シ
ュ
ー舟

」
さ
ん

に
依
頼
。
紫
舟
さ
ん
の
卓
越
し
た
技
法

と
ア
イ
デ
ア
で
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
本
市

の
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
が
こ
の
夏
、誕
生
し
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
作
成
の
担
い
手「
紫
舟
」さ
ん

　

紫
舟
さ
ん
は
、「
書
」
を
中
心
に
書

画
や
立
体
的
な
造
形
な
ど
を
幅
広
く
手

掛
け
、
全
く
新
し
い
手
法
で
日
本
の
思

想
や
伝
統
、
文
化
を
世
界
に
発
信
し
高

い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
発
表
し
た
作
品
は
、
伊

勢
神
宮
第
62
回
式
年
遷せ

ん
ぐ
う宮「

祝
御
遷
宮
」

や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
龍り

ょ
う
ま馬

伝で
ん

」
ほ

か
多
数
で
す
。

都
城
市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
作
成
事
業

書「夢」

世
界
へ
、
そ
し
て

　
　

未
来
へ
は
ば
た
く

本
市
で
は
、
都
城
市
を
対
外
的
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
た
め
、
み
や
こ
ん
じ
ょ
大
使

の
「
ぼ
ん
ち
く
ん
」
を
活
用
し
た
都
城

市
Ｐ
Ｒ
事
業
や
、「
肉
と
焼
酎
の
ま
ち
・

都
城
」
推
進
事
業
な
ど
と
併
せ
て
、
都

城
市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
作
成
事
業
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
な
ぜ
今
、

Ｐ
Ｒ
の
取
り
組
み
が
必
要
な
の
か
、
得

ら
れ
る
効
果
は
何
か
を
特
集
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課

　
☎
23

－

２
１
１
５

今
、
求
め
ら
れ
る

Ｐ
Ｒ
の
取
り
組
み

　

Ｐ
Ｒ
事
業
に
取
り
組
み
、
全
国
の
人

や
企
業
に
「
都
城
」
の
名
前
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
①
「
都
城
に
行
っ

て
み
た
い
」「
都
城
に
住
ん
で
み
た
い
」

と
い
っ
た
市
外
の
人
た
ち
の
ニ
ー
ズ
を



3 Miyakonojo City Public Relations 2014.7

都
城
市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
発
表
式
典

〜
は
っ
し
ん

　
み
や
こ
ん
じ
ょ
力
〜

　

本
市
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
対
外
的
に

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
紫
舟
さ
ん
に
作
成
を
依

頼
し
た
、
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
の
発
表
式
典
を
開

催
。
ま
た
、
今
後
の
Ｐ
Ｒ
の
在
り
方
や

効
果
的
な
進
め
方
に
つ
い
て
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
招
い
て

池
田
市
長
が
熱
く
議
論
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
24
日
㈭　

14
時
開
場

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
式
典
の
内
容

① 

Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
の
発
表

② 

就
任
式　

紫
舟
さ
ん
へ
都
城
Ｐ
Ｒ
ア

ド 

バ
イ
ザ
ー
を
委
嘱
し
ま
す

③ 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス　

紫
舟
さ
ん
が「
都

城
の
未
来
（
仮
題
）」
を
テ
ー
マ
に

書
を
実
演
し
ま
す

④ 

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
出
演
者
）

紫
舟
さ
ん
、
西
川
り
ゅ
う
じ
ん
さ
ん

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
）、
池
田
市
長

●
入
場
料　

無
料　

※
整
理
券
が
必
要

●
整
理
券
の
配
布
場
所　

総
合
政
策

課
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー　

※
数
に
制
限
あ
り
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早
期
全
線
開
通
に
向
け
期
待
高
ま
る

　

地
域
高
規
格
道
路
・
都
城
志
布
志
道

路
は
、
平
成
６
年
に
計
画
路
線
の
指
定

を
受
け
ま
し
た
。
延
長
約
44
㌔
の
う

ち
、
平
成
24
年
３
月
ま
で
に
約
13
・
４

㌔
が
暫
定
２
車
線
で
供
用
開
始
さ
れ
、

梅
北
Ｉ
Ｃ（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）か

ら
諏
訪
山
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
区
間
が
、
平
成

29
年
度
に
供
用
開
始
さ
れ
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
今
年
の
４
月
に
は
、
平
塚

Ｉ
Ｃ
か
ら
南
横
市
Ｉ
Ｃ
区
間
の
平
成
30

年
度
の
供
用
開
始
予
定
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。
一
日
も
早
い
全
線
開
通
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。

整
備
・
活
用
促
進
大
会

　

大
会
で
は
、
国
土
交
通
省
九
州
地
方

整
備
局
道
路
部
長
に
よ
る
基
調
講
演
や
、

「
防
災
の
道
」「
経
済
の
道
」「
医
療
の
道
」

と
題
し
、
地
域
を
代
表
し
て
３
人
が
意

見
発
表
し
ま
し
た
。

　

古
川
禎よ
し
ひ
さ久

財
務
副
大
臣
は
「
地
方
は

厳
し
い
時
代
。
し
か
し
、
一
丸
と
な
っ

て
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
意
思
決
定
し
、
行
動

に
移
す
こ
と
が
大
事
。
都
城
志
布
志
道

路
が
全
線
開
通
し
た
そ
の
日
に
、
力
を

合
わ
せ
て
よ
か
っ
た
と
喜
び
を
分
か
ち

合
え
る
よ
う
頑
張
ろ
う
」
と
参
加
者
に

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
整
備
に
必
要
な
財
源
確
保
や

事
業
区
間
の
早
期
供
用
開
始
を
求
め
る

決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

九
州
地
方
は
、
自
動
車
産
業
が
盛
ん

で
、
南
九
州
に
も
関
連
工
場
や
半
導
体

産
業
な
ど
、
多
く
の
企
業
が
立
地
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
南
九
州
は
肉
用
牛
や

豚
な
ど
の
畜
産
業
が
盛
ん
で
あ
る
と
と

も
に
、
温
泉
や
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
の
観

光
資
源
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

製
造
業
や
農
林
水
産
業
、
観
光
業
な

ど
の
振
興
の
面
で
、
ま
た
、
安
全
・
安

心
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
構
築
を
図
る
上

で
も
、
地
域
高
規
格
道
路
・
都
城
志
布

志
道
路
の
完
成
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

　

発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
で
は
、
都
城
市
に
は
人
や
物
資
の
集

積
拠
点
と
な
り
、
沿
岸
部
を
支
援
す
る

役
割
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

都
城
志
布
志
道
路
は
、
国
が
整
備
す

る
区
間
の
う
ち
、
平
塚
か
ら
南
横
市
間

に
つ
い
て
、
４
月
25
日
に
、
平
成
30

年
度
開
通
予
定
を
新
た
に
公
表
し
ま
し

た
。
今
後
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
と
連
携

し
、
１
日
も
早
い
開
通
を
目
指
し
ま
す
。

H30年度開通予定

H29年度開通予定

供用中

供用中

開通区間
整備区間

九
州
縦
貫
自
動
車
道
宮
崎
線

命と暮らしを守る道

道
路
を
取
り
ま
く

最
近
の
話
題

国土交通省九州地方整備局
道路部 部長

喜
き

安
やす

　和
かず

秀
ひで

 氏

地域高規格道路 都城志布志道路

都城市と鹿児島県志布志市を結ぶ地域高規格道路・都城志布志道路の早期全
線開通を目指す「都城志布志道路整備・活用促進大会」が 5月30日、都城市
総合文化ホールで開催されました。
今回の特集では全線開通に向けて気運が高まった大会の内容をお伝えします。

◎問い合わせ　都市計画課　☎ 23－2762
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三次救急医療施設
60人

小林・西諸
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■志布志港からの配合飼料の輸送状況

■南海トラフ巨大地震の沿岸部への影響と
　バックアップ拠点

南海トラフ巨大地震で
想定される津波の高さ

人的・物的支援

　

都
城
地
域
健
康
医
療
ゾ
ー
ン
整
備
事

業
に
基
づ
き
、
医
師
会
病
院
や
救
急
医

療
セ
ン
タ
ー
、
都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
が
来
春
、
太
郎
坊
町
に
移
転
し

ま
す
。
こ
の
道
路
が
全
線
開
通
す
る
こ

と
で
、
よ
り
利
便
性
が
増
し
、
救
急
搬

送
に
か
か
る
時
間
は
短
縮
し
ま
す
。

　

現
在
、
遠
隔
地
で
の
救
急
搬
送
時
に

は
救
急
隊
と
共
に
医
師
が
同
乗
す
る
ド

ク
タ
ー
カ
ー
が
出
動
し
て
い
ま
す
。
こ

の
道
路
の
全
線
開
通
に
よ
り
、「
命
を

つ
な
ぐ
道
」
が
完
成
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
内
陸
部
の
都

市
は
、
沿
岸
被
災
地
の
後
方
支
援
拠
点

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。
都
城
市
は
、
２
つ
の
港
と
空
港
に

近
く
、
ま
た
多
く
の
病
院
や
陸
上
自
衛

隊
基
地
も
あ
り
、
後
方
支
援
の
拠
点
と

し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
高
規
格
道
路
都
城
志
布
志
道
路

が
開
通
す
れ
ば
、
沿
岸
被
災
地
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
と
な
り
、
南
九
州
の
防
災
の

道
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

都城地区木材青壮年会

廣
ひろ

池
いけ

　直
なお

美
み

 さん

都城市郡医師会病院

中
なか

津
つ

留
る

　邦
くに

展
のぶ

 さん

NPO法人宮崎県防災ネットワーク
都城支部

平
ひら

井
い

　泉
いずみ

 さん

　

早
期
全
線
開
通
を
訴
え
る
缶
バ
ッ
ジ

が
完
成
し
ま
し
た
。
希
望
す
る
人
は
都

市
計
画
課
ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

■主要救急医療施設への来院・搬送状況

宮崎県

鹿児島県

都
城
志
布
志
道
路

都
城
志
布
志
道
路

平成23年度：志布志市

万トン

万トン

万トン

万トン

万トン

その他
都城地域
（西諸を含む）

曽於地域 その他宮崎県

配合飼料出荷量

： 90万トン以上
： 50万トン以上
： 30万トン以上
： 10万トン以上

都城
九州縦

貫自動
車道宮

崎線

志布志港

清武 JCT

その他鹿児島県

　

都
城
Ｉ
Ｃ
と
志
布
志
港
間
を
30
分
短

縮
で
き
る
都
城
志
布
志
道
路
に
は
、
輸

送
コ
ス
ト
の
低
減
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
こ
の
道
路
を
活
用
し
て
志
布
志
港

か
ら
家
畜
飼
料
な
ど
を
輸
送
す
れ
ば
、

６
次
産
業
化
に
必
要
な
原
材
料
や
販
売

先
確
保
の
面
で
効
果
を
発
揮
で
き
ま
す
。

　

都
城
や
曽
於
地
域
な
ど
で
は
、
今
後

東
ア
ジ
ア
へ
の
木
材
輸
出
量
の
倍
増
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。
木
材
輸
出
に
重

要
な
港
と
結
ぶ
こ
と
で
輸
送
の
利
便
性

向
上
と
コ
ス
ト
削
減
が
期
待
で
き
ま

す
。 経済の道

医療の道

防災の道

カラーは 5色

「
は
よ
し
っ
く
い
や
ん
」


